






研究目的 

 生体のコレステロールは胆汁酸やステロイドホルモンの前駆体として重要な働きをし,

血清コレステロールの 70%は脂肪酸と結合したエステル型,残りの 30%が遊離型となってい

て,これを総称して,総コレステロールと呼ぶ。これらは蛋白と結合し,水溶性リポ蛋白とな

っている。高コレステロール血症は重大な成人病であるが,これを新生児より早期に発見し

て,治療してゆくことはこれからの大きな課題であるが，マス・スクリーニング化はこれま

で浅見らの方法とアポ B法以外あまりない。浅見らの方法も血液ディスク 5㎜径 2個を使

い,抽出に一夜かけ・蒸発乾国後も測定に非常に時間がかかる難点があるので，マス・スク

リーニング化は難しい。我々は disc 3 ㎜径 1個を使って，血色素の変性と抽出とを短時間

(1 時間内)に行ない,マイクロプレート用迅速プレートリーダーを用いて短時間にコレス

テロールを定量する新しいマス・スクリーニング法を考案し実用化を検討したので報告す

る。 


